
内服抗がん剤服用患者の 
薬薬連携に向けた取り組みについて 

 

～電話服薬支援による「服薬後の体調変化」の確認と情報共有の試み～ 

平成３０年８月２５日 
浅井薬局 橘店 

山洞 直樹 



演題発表内容に関連し、発表者に開示すべき

COI関係にある企業などはありません。 

 

COI 開示 
発表者名： 山洞 直樹 



内服抗がん剤服用患者の概要 

５０代 女性 

腹膜播種（原発：大腸がん） 

カペシタビンを含むレジメンにて治療経験あり 

カペシタビン使用にて顔に皮膚障害発現経験あり 

パニツムマブ点滴治療経験あり 

トリフルリジン・チピラシル配合錠による治療を開始 

尿管狭窄にて尿管ステント留置、定期的に交換 

併用薬：パントシン、酸化マグネシウム、センノシド 

 



トリフルリジン・チピラシルについて 

治癒切除不能な進行再発の結腸・直腸癌

に対する三～四次治療薬。 

【服用スケジュール】 

 

出典：チームロンサーフ研修テキスト 公益財団法人 がん研究会 有明病院 

１クール ２クール 



トリフルリジン・チピラシルについて 

【副作用の好発時期】 

出典：チームロンサーフ研修テキスト 公益財団法人 がん研究会 有明病院 より改変 



症例の経過と薬局来局時の対応 

症例の経過 薬局来局時の対応 

１クールday1 初回投与時 
投与量の確認・服用日の確認・ 
感染注意 

１クールday15 
１クールで嘔吐あり 
吐き気止め処方 

服薬状況の確認・吐き気止めの服
用のタイミングについて説明 

１クールday29 
１クール終了時、白血球減少に
て２クール目延期 

感染注意 

２クールday1 
（開始後43日目） 

２週間延期後、８０％量で再開 吐き気止めの残薬確認 

２クールday15 
（開始後57日目） 

８０％量でも嘔吐あり 
吐き気止めの服用タイミング 
について説明 

２クールday29 
（開始後71日目） 

２クール終了時、白血球減少に
て３クール目延期 

感染注意 

３クールday1 
（開始後85日目） 

２週間延期後、６０％量で再開 
吐き気止めの残薬確認 
電話服薬支援開始 

 

【２クール目延期になったときの患者コメント】 
「これがダメなら使う薬がなくなってしまいますよね。」 

 
 

【３クール目延期になったときの患者コメント】 
「吐き気があるので、休薬になって安心しました」 





 



「電話しよう！！」 



患者さんの健康サポート 

 

日常生活に寄り添うことで、 
気軽に相談できる薬局に。 





電話服薬支援 

服薬状況の確認 

副作用発現状況の確認 

生活指導 

 

 

 

服薬状況の報告 

副作用評価の共有 

 
通院 

 

 



電話服薬支援患者への指導内容 

５日間飲み忘れなく服用できましたか？ 

はい。忘れずに飲めました。ただ、食後すぐ
に飲むのがつらくて、２～３時間経ってから
飲むことが多かったです。 

そうだったんですね。この薬は空腹時に服用
すると、食後投与と比較してCmaxの上昇が
認められます。副作用が起きやすくなる可能
性があるため、可能な範囲でいいので、食後
に服用するようにお願いします。 

そうなんですか。やってみますね。 



電話服薬支援患者への指導内容 

次に、吐き気、下痢などの体調変化で気になる
症状はありましたか？ 

はい。５日間飲んだあと嘔吐が１回だけありま
した。 

嘔吐の程度は？回数は１回だけですね。吐き気
止めは飲みましたか？ 

一度嘔吐したら吐き気は収まりました。吐き
気止めは高価なものと聞いているので飲みま
せんでした。 

そうなんですね。次回吐き気止めをためらわ
ずに服用してください。また、嘔吐が続くよ
うなことがあったら、脱水症状も心配なので、
水分補給を意識するようにお願いします。 



電話服薬支援 

服薬状況の確認 

副作用発現状況の確認 

生活指導 

 

 

 

服薬状況の報告 

副作用評価の共有 

 
通院 

 

 



服薬状況に 
関する情報 

患者の訴えに 
関する情報 

副作用の評価に 
関する情報 

電話による 
服薬指導に 
関する情報 





相互の情報連絡が患者のために 

病院が得意とする情報 

治療方針 
治療内容 
治療経過 

薬局が得意とする情報 

日常生活における 
治療経過 

 

患者さんにより寄り添うことができるのではないか 


